「親の力」をまなびあう学習プログラム　展開案　短縮バージョン　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成班　　東部会場Ｃ　　
対象（時間）：「親プロ」ファシリテーターステップアップ研修参加者　６名程度　　　　　　　（30分）

【ねらい】情報や意見を交流し，子どもを豊かに育む遊びについて考える
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，付箋紙，模造紙，フェルトペン
	時間
	活動の展開
	留　意　点
	備　考

	
	· 名札付け（来た順に）

	· 全員が名札をつける。（ニックネーム可）
· グループ分けを行う。
【発表者（リーダー）を決めておく】
	・１グループ５名くらいが良い。

	(５分)


	· ファシリテーター（学習支援者）
自己紹介，主旨などの説明
（２分）
	○　和やかな雰囲気づくりに配慮する。
· 写真を撮る場合は，予め了解を得る。

	

	
	アイスブレイク（雰囲気づくり）

（３分）

・「自己紹介」

（名前，ニックネーム，子どもの月歳など）

・「キャッチ」

· 時間を気にせずやめることが出来るので良い
	· グループ内で行う。


	・ワークシートを配布



	(３分)


	· テーマを読む。
＜書き出しましょう＞

· “子どもが好きな遊び”を付箋に記入する。
	· 自分の子どもの好きな遊びを屋外と屋内に分けて記入する。
· 時系列にこだわらずに記入する。

	・付箋，模造紙の用意



	(19分)


	＜考えましょう，出し合いましょう＞

1 グループ内で発表

（３分…１名×１分）
2 設問①，②を話し合う。（12分）
3 ②で話し合った内容を全体に紹介する。（４分）


	· 三つの約束

· 模造紙（画用紙）に「屋外」「屋内」に分けて貼る。
· 模造紙（画用紙）に「気づいたこと」「試してみたいこと」を記入する。
※記入する人は考えられないため，付箋紙の利用も良いのではないか


	・模造紙，フェルトペン

・付箋紙

	(３分)

	＜学習を振り返りましょう＞

· ファシリテーターの話


	
	

	〈メモ〉

・　題名と表紙の下の説明書きの内容が一致していない

· 「書き出しましょう」の遊びの紹介図には子どもの月齢が記載されている方が良かった

· （付箋紙を貼る台紙の工夫）

· 「参考資料」は別の方がよいのではないか？




「親の力」をまなびあう学習プログラム　展開案　短縮バージョン　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成班　　西部会場Ｄ　　

対象（時間）：「親プロ」ファシリテーターステップアップ研修参加者　10名程度　　　　　　　（30分）

【ねらい】情報や意見を交流し，子どもを豊かに育む遊びについて考える。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，「三つの約束」（各班１枚）
	時間
	活動の展開
	留　意　点
	備　考

	(５分)


	· 「親の力」をまなびあう学習プログラムの紹介（２分）


	
	

	
	アイスブレイク（雰囲気作り）

「自己紹介」（３分）
	· 輪になって自己紹介→「キャッチ」→じゃ　

んけん→グループ分け
	

	(１分)


	· テーマを読む


	· 最初にワークシートを配る。

テーマと内容の結びつきがあいまいなので，

→テキストに工夫を加える。

	

	(５分)


	＜書き出しましょう＞

· ワークシートに書き出して話し合う。
	· 「三つの約束」の用紙を配る。

→言葉で説明するとわかり易い。

· 設問①，②は話し合いのみ行う。


	

	(５分)


	＜考えましょう，出し合いましょう＞

· 設問①，②について話し合う。
	· 
	

	(６分)


	· 設問③でテーマを決めて話し合う。
	· 
	

	(２分)


	○　グループ発表

２グループ×１分
	
	

	(３分)
	· まとめ

「参考資料」を紹介する。

· アンケート記入，流れ解散


	
	

	〈メモ〉

· 同じ地域の住民を対象としたら話し合いがしっかりできるのではないか。

· 省略する箇所はなく，資料全体を30分に収めた。





教材番号「９」：「ワイワイ，キャーキャー！！～「子どもと遊び」について考える～」





教材番号「９」：「ワイワイ，キャーキャー！！～「『子どもと遊び』について考える」





アイスブレイク（雰囲気づくり）は大事にしたい





②，③には十分な時間が欲しい








